ハツラツかりやっ子育成支援事業補助金申請チェックシート
※該当する項目に○をつけてください。

	１．補助対象事業

  　(複数可)


	(1)青少年を対象とする自然体験・ボランティア活動・職場体験など、青少年の社会参加・体験交流を促進する事業である。
	

	
	(2)青少年と地域の人とのふれあい、異世代交流を促進する事業である。
	

	
	(3)青少年が主体となって企画・運営する事業である。
	

	
	(4)地域の連携強化や青少年育成推進などの面において、新たな創意工夫が認められる事業である。
	

	
	(5)その他青少年健全育成に大きな効果が得られる活動である。
	

	２．対象経費

　（予算）
	(1)報償費（賞品、参加賞等を除く。）
	

	
	(2)旅費
	

	
	(3)需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、食料費（事業に不可欠なものに限る。ただし、弁当などの調理済み食品・菓子・果物等を除く。））
	

	
	(4)役務費（通信運搬費、保険料等）
	

	
	(5)使用料及び賃借料
	

	
	(6)備品購入費（事業に不可欠なものであり、おおむね購入価格が３万円を超え、かつ、耐用年数が２年以上のものに限る。ただし補助対象事業費の２分の１を超えない範囲とする。）
	

	
	(7)その他事業遂行に必要な経費
	

	３．応募資格

（全てに該当すること）

	(1)複数の団体が、有効な青少年健全育成活動を目的として連携し、全体の責任体制が明確にできるグループ（以下「連携グループ」という。）である。（企画案が青少年健全育成にとって有効なものであれば、連携グループを構成する団体は必ずしも青少年健全育成を目的とする団体であることを要しない。）
	

	
	(2)連携グループには、地域住民で組織する団体（自治会、子ども会、老人クラブ、各
種サークルなど）が加わっている。
	

	
	(3)連携グループを構成する各団体は、5名以上の会員によって構成されている市内の活動団体である。
	

	
	(4)申請（代表）団体が、市から他の補助金及び他の公共団体から補助金を受けていな
い。
	

	
	(5)３回目以内の申請である。（　　回目）
	

	４．実施日


	事業開始１ヶ月前の申請である。

令和　　　年　　　月　　　日から
令和　　　年　　　月　　　日まで
	

	５．添付書類等

(1)から(4)は必須


	(1)事業概要
	

	
	(2)各団体の概要、規約等
	

	
	(3)各団体の会則
	

	
	(4)各団体の名簿
	

	
	(5)その他資料


	

	６．債権者登録
	(1)登録済　①変更なし
　　　　　 ②変更あり･･･登録申請書(変更)

(2)未登録･･･登録申請書(新規)
	


